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『済州オルレを通じたコミュニティビジネス』 
CATS 叢書第 12 号，北海道大学観光学高等研究センター（2019） 

済州オルレを通じたコミュニティービジネス 

安 殷周（アン・ウンジュ） 
社団法人済州オルレ事務局長

こんにちは、私は安です。よろしくお願いします。これは済州島の地図で、香川県とほ
ぼ同じ大きさの島です。韓国の最南端の島で、最も韓国人が住みたいと思っている島です。
済州オルレコースは、島に沿って歩く長距離徒歩旅行のコースです。 
2007 年、理事長の徐明淑（ソ・ミョンスク）がスペインのサンティアゴの道を歩いて、

とても良かったので韓国でもこういう道があったらいいなと構想を作ったのが最初です。
理事長は済州島で生まれましたが、大学はソウルに行き、記者を 22年間していて、済州島
のことは忘れていました。生きるために一生懸命な韓国の女性記者でした。22 年の記者生
活の中で、とてもストレスを受けていて、このままだと私はもう死んでしまうと思って、
辞表を出して、サンティアゴの道へ歩きにいきました。800kmを歩いて、30日間でしたけ
れども、自分が新しく生まれ変わるのを人生ではじめて感じました。韓国人は目標中心で
競争しながら生きています。それを歩きながら理事長は感じ、自分のことを振り返る必要
が韓国人にはあると感じて道を作ることになりました。 
理事長はまったく民間の人だったから、官が道を作るときのように計画や予算を立てた

りしていませんでした。最初は自分の退職金 300 万円で案内板を作ればトレイルを作れる
のではないかと簡単に考えていました。スペインは黄色のペンキで矢印を書いていて、貝
の形をしています。そのように済州島も青い色で標識を作ればできるのではないかと思っ
たのです。最初は自分のお金で、ボランティアの人にご飯やお酒をごちそうしたりして標
識をかけながら道を作りました。この写真のように標識をおけない区間が出てきました。
そのときに文房具屋でリボンを買って、青いリボンを枝とかにぶら下げながらコースを作
っていきました。最初は矢印ではじまって、リボンになって、右側にある標識、青いのが
見えていますがそれが今の標識です。この道を歩いた人たちが、その標識を見ながら歩く
人が少しずつ増え、オルレコースっていいね、幸せだったねと少しずつクチコミで広がっ
ていきました。 
オルレコースはこのように海を通ることもあります。低い山を登ることもあります。こ

こは畑の道です。理事長がはじめてコースを作るときには、サンティアゴで感じたように
コースを作ればいいと思っていました。長く歩くためにはできるだけアスファルトの道を
避けること。昔、済州島の人が使っていた道、車が通るようになって通らなくなった失っ
た道を探すこと。新しいコースを作るときは、既存の道を使うこともありますがまったく
新しい道を探してつなぐこともあります。そのコースを作る際は、土木工事をするのでは
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なく、草刈りをして人が通れるように道を作ります。新しいコースをつくるときは、ボラ
ンティアの人の力を借ります。理事長がオルレを始めるときは、お金を持っていなかった
ので、手伝ってくれるボランティアがいなかったらコースは作れませんでした。良かった
のかどうかわからなかったけれど、理事長には弟が 2人いて、1人は済州島でいわゆるやく
ざでして。有名なやくざだったので、村々に知っている人が 1 人はいました。もう足を洗
っているので心配はしないでください。姉の仕事を手伝うためということでそういうこと
ができました。済州オルレは 425kmありますが、30％が私有地です。その私有地の方たち
を説得するには、やくざの弟の力が大変役に立ちました。もちろん力任せでなく、ネット
ワークの力です。最初は弟の力を借りて、それからボランティアの方の力を借りてコース
を探し始めました。 
人々がコースを歩くようになっていたら、私たちもこのコースを作るのに少しでも力を

貸さなければならないと自然と心ができるようになっていました。理事長は計画性がまっ
たくない人ですが、みんなが自発的に本当に楽しく、それぞれが自分の才能を発揮しても
らえるようみなさんを説得することは天から才をもらっている人です。ある日、軍隊の隊
長がオルレのコースを歩きました。そのコースがとてもよく、大変気に入ってようだった
ので、隊長を道へつれていきました。これから必要なときは軍人たちがコースを作ってほ
しいと考えました。軍隊を連れてやってきました。軍人は世の中に平和をもたらす人、軍
人たちがオルレコースに平和をもたらしてほしいとお願いしました。最初は軍隊の隊長は
人の手でできることができませんと言っていました。理事長は説得して、おばけをつかま
えるのが軍人でしょ、このような仕事はもちろんできるわけでしょと説得しました。その
軍隊の隊長はプライドを傷つけられ、帰って考えてから答え出しますと答えました。理事
長のもう一つの才能は、お金を使わず言葉でその人に仕事をさせる、サンキュー領収書を
書くのがとても上手な人です。それでその軍人たちがコースを作ってくれたので、海兵隊
の道というお金がかからない領収書を書いてあげました。そのあとは、ほかの軍隊からも
この仕事に参加させてほしいと声がかかるように、力を貸してくれるようになりました。
だから、オルレコースには軍人たちが作ってくれたコースが何か所かあります。このよう
に軍人たちが手伝ってくれ、歩く人たちも増えていきました。1年間まったく観光客がこな
かったようなところも、田舎の村々も、コースを作ることで人が歩きにきました。道がで
きることによって、村の人たちが私たちのところにも道を作ってとお願いしにくるように
なりました。ある村は道を全部自分たちで探しておいて、オルレは矢印をかけるだけでい
いよと言ってきたところもありました。 
最初は理事長が 425kmの道を完成させたのですが、それには軍人の力、村の人の力、ボ

ランティアの力があったからコースができました。済州オルレができてから、韓国はもち
ろん済州の文化がまったくかわることになりました。昔、済州オルレができるまでは、一
度島へ来た人がリピーターとして来る期間は 2～3年に 1回だったが、オルレができてから
は 1 年に 2 回訪問してくれるようになりました。済州オルレができる前は、済州島はレン
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タカーで 2 泊 3 日でまわる観光地という認識でした。またオルレができる前は、空港にお
りたら、東まわりに 1周、西まわりに 1周、ハルラ山という高い山があり、そこを登れば、
また誰かに済州へ遊びに行こうよと言われても、レンタカーで周った人は私はもう済州を
全部まわったから行くことないよといわれるというのが済州の観光の当たり前になってい
ました。 
今は済州オルレで済州島を旅行するにはどれくらいかかるでしょうか。1カ月かかるので
す。済州オルレには今 26コースあります。1コース歩くのに 1日かかります。さらに島の
コースもあります。最低 1カ月かかります。だから、1か月間滞在するか、1カ月くらいの
期間を何回かに分けて訪れなければなりません。だから、オルレのあとの済州島には長く
滞在する人が増え、何回も何回も人が来る島になりました。オルレを歩いた方たちが口を
そろえて、「オルレを歩いて一番よかったのは、また来たいと思わせてくれたのは、コース
ではなく人だ」と言っています。最初は風景がよいので済州オルレに来ました、そのあと
は地域の人たち、ゲストハウスやホテルの人たち、自分が乗ったバスのドライバーの人た
ちが親切で感動を受けたとか言っています。また、みかん畑やにんじん畑を通るのですが、
畑の方が、みかんをどうぞとくれたりするので、オルレに感動するわけです。昔、済州島
に車で旅行した人は、観光地を点と点でただ回っていて、済州島はぼったくりの島、不親
切な島というイメージを持っていました。だけど、歩いて済州島を旅行するようになって、
済州島の人はこのように温かい人だったのですねとあらためて感じるようになったのです。
前に済州島に 10回以上来たという人も、オルレの 1コースを歩いたら、本当の済州に出合
ったとびっくりして感動していました。 
これは、韓国のカード会社が分析した資料なのですが、オルレコースができるまでは、

済州島では 2 つの大きな都市でしか消費がありませんでした。オルレができてからは、島
の隅々まで、田舎まで消費が行われているのがわかる表となっています。最初オルレコー
スを作るときは、離れている自然と文化を線にすれば、それをコースにすればいいなとい
う思いで道を作ったのですが、これが線になったら島全体が活性化してきたのです。最初、
私たちは歩く人たちが幸せになる道を作るのが目的でした。そのあと、コースができるこ
とによって村の中に入ることになったんですね。その村の人たちに出会ったあとは、地域
の人たちも幸せになることが私たちの目的に入りました。いくら風景がいいところでも、
人が不親切で仲良くなれなかったら、次にいい感情を持たなくなります。オルレコースが
できたところは、旅行者が来たときに温かいもてなし、交流ができることこそが、長く生
き続けられるコースになるのではないかなと思いました。だから、この道の地域の人たち
に何をしてあげられるか、プライドも経済的効果もありますが、村の人たちに私たちが何
をしなければならないかを考える時期になりました。それで、歩きにくる人たちをそこの
住民が一体になってもてなす祭りをおこなう、ウォーキングフェスティバルを行うことに
なりました。それで地域の人たちは、公演とか伝統文化とか食べ物を準備します。歩きに
来た人はそれを買って食べますし、公演を感動して見ます。2010 年から 1のコースから毎
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年このウォーキングフェスティバルを行っています。これに参加するために済州島を訪れ
る外国人もたくさんいます。このフェスに参加するため、日本、香港、中国、台湾、シン
ガポールから毎年秋に訪れてくれます。村の人たちは、この祭りについてこういうふうに
評価しています。「私たちは小さな村なのに、海外や韓国内から 3000 人くらいが参加する
んですけど、みんなが私たちが作った食べものを美味しくいただいて、子どもたちが準備
した公演も感動しながら見てくれて、こんな小さな町にみなさんが来てくれるなんて」と
喜んでいます。今年は 11月の 1、2、3日で予定しています。こちらにいらっしゃる皆さん
も遊びに来てください。 
済州オルレが今までやってきたプロジェクトは、だいたいお金もないし、人もいないか

ら、頭を使ってやってきたことが多いです。この済州オルレのアカデミーもこのように作
ってきたものです。韓国の社会はとても小さいので、1人経て向こうの相手はだいたいVIP
なんですね。理事長と私は長い期間ソウルで記者をしていたので、道を作るために済州に
来たら、「私の知り合いが済州を歩きたいというから案内してくれる？」といろいろな方か
ら連絡がきます。接待オルレをしてくれというお願いです。それで私たちはたくさんでか
けました。接待オルレをたくさんすると、本来の業務ができなくなったので、最初はボラ
ンティアにお願いしました。ところがボランティアの人たちも、もともとの生業があるか
ら、仕事を差し置いて何回もお願いすることはできなくなりました。そこでその接待オル
レを有料化したらいいのではないかと思ったので、ボランティアの人たちを教育してその
人たちがお金をもらってガイドできるようにしたのが、このオルレアカデミーです。無料
のボランティアでコース案内する場合は、知識がなくても道さえ歩けばいいという感じで
すが、お金をもらうのであれば知識で武装しなければなりません。だからその人たちを教
育するときには、ほぼ観光ガイドのように知識を詰め込みます。2009 年から取り組みはじ
まったのですけれども、アカデミーを終了した人は 1,300 人になります。このアカデミー
で皆さんが欲しいと思っていたのは、ただ有料ガイドになるためだけでなく、済州島のこ
とをもっと知りたいという方で、そういう人がどんどん増えていきました。最初は有料ガ
イドを育てるためにはじめたアカデミーですが、今は済州オルレ本体のボランティアをす
るための教育するプログラムに変換しました。最初はこのアカデミーを終了した人たちの
うち何人かだけが有料ボランティアガイドに。それ以外の人はどこへ行ったか分からなか
ったです。2013 年だったのですが、アカデミー終了した人は 600 人くらいだったけど、こ
の人たちがどこかへいくのはもったいないなと思っていました。アカデミーを終了したの
に、ただ有料ガイドだけをするのはもったいないなと思い、みんな集めて同窓会をしよう
と計画しました。そのお知らせを出したら、70 人くらい集まって同窓会を行いました。組
織を作ると、組織固有のミッションがないと組織がまわっていかない。その同窓会のみな
さんにミッションをお願いしたのは、済州オルレにたくさんの人が歩きにきますが、まだ 1
人で歩けない、初めて歩く、女性 1 人で歩けないという人のために、同窓会の人たちに 1
コースを無料で一緒に歩いてくれないかと提案しました。今でもやっているのですが、同



-51-

安 ｜ 済州オルレを通じたコミュニティビジネス ｜ 

窓会の人が毎日毎日、あるコースではアカデミーボランティアと歩く済州オルレとして行
ってくれています。1人で来た人、女性 1人の人、初めてきた人とかは、ホームページにそ
のことが載っているので、そのコースに 9 時半にきて、アカデミーボランティアの方が説
明したり、どのように歩いたらいいかを伝えながら歩くことができます。 
また、このアカデミーを終了したボランティアたちが主になりやっているのは、毎月第 2

週土曜のクリーンオルレです。歩きながらゴミ拾いをします。札幌はどういう場所かよく
分からないけれども、済州の場合は中国から流れ着く海洋ゴミがとても多いんです。九州
オルレに行ったら、そこには韓国からの海洋ゴミが流れ着いていました。本当に恥ずかし
くて、ごめんなさいとお詫びしました。すると、そのとき誰かが言ってくれました。日本
人が捨てたごみはハワイに行くと。この海洋ゴミを歩きながら拾うのがオルレコースの宿
題でした。それで、西帰浦（ソギポ）市の行政のほうに提案をさせてもらった。ゴミ袋を
用意してくれたら、私たちが歩きながら海洋ゴミをいつも掃除しますと。その行政の方は
最初反対していました。一般の島の人たちはゴミ袋が有料なのに、なんで旅行者たちに無
料でゴミ袋を配らなければならないのかと。そのときに、行政を説得するため、旅行者が
ゴミ拾いすると住民もゴミを道端にすてなくなるし、また行政もゴミを拾うためにお金を
使う必要がない、全体に良い効果があると説得したんですね。実際に済州島のほうで、こ
の効果を測定するために分析をしました。クリーンオルレを 10コースでやっているんだけ
ど、西帰浦の市役所で、11 年間 12 人雇わないと海洋ゴミを処理できないと分かったんで
すね。最初はボランティアによってクリーンオルレをしていたのですが、今年からは、行
政のほうからクリーンリーダーといってゴミを拾う人、オルレを守る人といってコースを
整備する人を地域のシニアの人を雇う、仕事として活用できるようになりました。 
これは何だと思いますか？ 何に見えますか？ときどき犬に見えるという人もいますが、

象徴するロゴが馬です。済州島は野生の仔馬が有名なところです。性格がゆったりしてい
て、ゆっくり歩くんです。ゆっくり自分のペースで、なまけながらこの道を歩いてほしい
と理事長が馬をロゴに表しました。この馬が、標識でも記念品でも使われています。最初、
理事長は自分のお金を崩してやっていたんですが、あっという間になくなり、道端で生活
しなければならないくらいになっていたんです。私はソウルでそのとき記者をしていたん
ですけど、理事長が資金がなくなってもうすぐホームレスになってしまうのではないかと
思って、危機感をもって済州島へ来ました。最初は歩く人たちが寄付をして、道を管理で
きるようなシステムを作ろうと思って済州島へ来ました。最初は、こういうシステムを作
って、1人 1,000 円、2,000 円を寄付するシステムを作りました。また、コース沿いにある
小さな店やカフェとかレストラン、ゲストハウスとかがオルレコースができたから儲かる
ようになったよと後援金を出してくれるようになりました。韓国には「涙の効果は 3 年い
かない」ということわざがあります。ありがたいと思って出したお金も 3 年以上は続かな
いという意味なんです。そしたら私たちは 3 年経ったらまたホームレスになってしまうと
いうわけです。だから、自分でビジネスモデルを作らないと運営管理することはできない
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と思いました。それで考えたのが、旅行に来た人たちが買っていく記念品を作ろうという
ビジネスモデルでした。済州オルレの記念品なら、環境に優しくないといけないし、ベト
ナムや中国で作ったものを売るのはおかしいと思っていました。それで考えたのは、済州
島の女性たちが古い布やはぎれを活用してこのような人形を作ろういうふうに思いました。
これはたぶん、こどもの服で作ったと思います。これは古いカーテンの生地で作ったと思
います。カンセ人形を作る女性が 15人くらいいるのですが、これを作ることで新しい職業
を彼女たちは手にいれました。また済州島オルレは、この人形を売ることで、コースの運
営管理できる資金を獲得することができるようになりました。最初は済州島の女性たちが
集まって人形を作っていましたが、今は多文化女性といって、韓国にお嫁にきた海外の女
性たちも加わることになりました。また、今年からは障がい者の方も作業に加わる予定に
なっています。カンセ人形だけでなく、このようなほかの記念品を私たちが作って、これ
らからも半分くらいのお金を管理運営に使っています。一番左にあるのが済州オルレのパ
スポートです。パスポートにスタート地点、中間地点、フィニッシュ地点の 3 個のスタン
プを集めると、そのコースを歩いたということで、これを 26個全部集めると完走のメダル
と完走証をお渡ししています。425km全部歩いた人が 1年で平均 700 人くらいいらっしゃ
います。その中には日本人の方やカナダなど外国人の方も結構いらっしゃいます。 
私たちはコースを歩く人たちがまず幸せでなければいけない、道を提供してくれた地域

の人たちが幸せでなければならない、また、歩ける自然に感謝の気持ちを持たなければな
らない。そうしなければ 100 年、1000 年オルレは続かないと思ったんです。2007 年、初
めてコースを作ったときには、各地の点を線にする作業をしてきたんです。100 年維持す
るために、今度はこの線を面にしていかなければと思いました。面にする作業というのは、
107 の村がオルレにあります。この 107 の村を全部つなげるのが私たちの目標です。実は
自然の中を歩くようにするのはとても簡単な作業だったかもしれません。自然の中を歩く
ときに歩く人たちに自然保護のキャンペーンをしたり、道を迷わず歩けるようにだけすれ
ばよかったのだと思います。でも実はこの道は自然の中だけでなく、村の中や暮らしてい
る地域住民の中にもあります。だからこの道はとても誘導的です。地域の中に入るように
なったら、私たちは地域の人たちとコミュニケーションを取らなければなりません。地域
の人たちと常に話をしながら、コミュニケーションを取り、歩きにきてくれた人たちに優
しく、親切にしてくださいと言わなければなりません。また、住民の人たちに何か一緒に
やりましょうと声をかけなければならないのです。それで私たちは 100 年をみるとしたら、
1 年に 1 つ 2 つの村にしぼって計画をして、この村にオルレが通ることによって生活水準
があがったと、プライドと幸せを感じてもらえるようにしていこうと思ったわけです。そ
れで、済州オルレワークショップといって、地域住民と一緒にやるブランドを行うことに
なりました。それでどこも同じだと思うのですが、人が生活の中で利用してきた昔ながら
のものが一番です。天然染物の才能を持っている人たちから、ファブリック商品のデザイ
ン化をしたんですね。この方たちは、昔から布団とかチマチョゴリの裁縫の技術を持って
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いる方たちだったんですけれども、布団も西洋化しているし、チマチョゴリも着なくなっ
たし、一日に 1,000 円も収入がない状態だったんです。裁縫の技術はとてもあるけど、デ
ザインの技術はないから、お客さんはどんどん離れていっていました。だから、デザイン
の専門家を派遣して、いいデザインができるように図案も渡し、教育もして良い商品を生
産してもらうようにしました。それで私たちも一緒に済州島の記念品として販売を手伝う
ようになりました。この村は細花里（セファリ）という地域なのですが、特産品であるハ
ーブで何かできないかと声をかけてきたので済州オルレが一緒に生産を計画してブランド
を作ることにしました。この写真に見えますけど、焼酎やビールのびんとかを活用して、
ハーブのキャンドルを作りました。キャンドルを作るのも村の体験ものとして活用もして
います。ここは緑茶が有名な地域ですが、緑茶で何か新しいものは作っていなくて、緑茶
のアイスクリームとチョコを作るように手伝って、村の倉庫だったところをカフェにして、
チョコとアイスを販売するように済州オルレが手伝いました。このように村の新しいコン
テンツを作る、地域の宝となるビジネスモデルを作っています。このような作業をするこ
とによって、地域の住民は、オルレコースがうちの村にきてよかったと言うんです、また
村にいろいろな人がきてくれることで私たちは幸せだ、収入ができて新しい事業ができて、
村に来る人に優しくできて、村に人がまたきてくれて、好循環ができています。村を通る
コースの掃除や草刈りや標識の管理など、私たちが村にお願いするとすすんでやってくれ
ます。このように 107 の村をつないでいく、線を面にしていく作業が必要だと思っていま
す。だから済州オルレの目標としては、100 年後、済州オルレの事務局がなくても、村の
人たちが維持管理してくれるのではないかというのが私たちの願いです。 
済州オルレが大きく掲げているのが、ローカルとグローバルです。ローカルライジング

といえば、村の人たちと一緒にやっていく作業ですが、グローバルといえば、海外からの
人が済州に来て歩いてくれるかが課題です。このように私たちは広報するお金がまったく
ないので、どのようにすれば海外の人にトレイルを歩きにきてもらえるか、このターゲッ
トとする人たちにコースを歩いてもらえるか考えるようになりました。だから、2010 年か
ら、世界のトレイルを済州に呼ぶワールドトレイルカンファランスというのをはじめまし
た。その地域の人たちに来てもらって、いろんな国のトレイルの人たちが国に戻ったとき
に済州オルレを広報してもらえるようにしました。このように出合った人たちと私たちは
友情の道という広報マーケティングをしています。イギリスとかスイスとかいろいろな国
と友情の道締結を結んでいるのですが、イギリスのトレイルにいけば済州オルレの標識が
建っている、済州のコースにはそのイギリスの標識が建っているというお互いに広報する
というシステムです。道がない地域、国には、道を地域に作ってあげるという姉妹の道と
いうマーケティングもやっています。最初は九州オルレですね、去年はモンゴルオルレが
オープン、今年の 10月には宮城オルレもオープンします。済州オルレを歩いた人には、姉
妹の道を紹介し、姉妹の道を歩いた人には済州オルレを紹介するようにお互い PRしていま
す。 
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済州オルレは最初は理事長一人ではじめたものですけれども、たくさんの力が合わさっ
たことで少しずつ完成に向かっています。済州オルレは、修正できてなかったのですが
1,600 人くらいの踏破者クラブがあります、1,000 人のボランティアたち、交通費も払わな
いボランティアの方がいて、10 社くらいの友達企業、100 の村、地域の住民、1,500 人く
らいの個人の後援をしてくださる方がいます。たくさんの人がいるから済州オルレの道が
管理されています。 
以上で済州オルレの紹介を終わります。次に代表的な姉妹道である日本のオルレについ

てご紹介させていただきます。ありがとうございます。 
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